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大船渡湾で航行船舶の徐行を呼びかけ 

～漁業者の海中転落や養殖施設の破損を防止～ 

 

8月 23日、岩手県大船渡市で大船渡湾内航行船舶の徐行を呼びかけました。 

大船渡湾(重要港湾大船渡港)は、リアス式海岸に囲まれた、奥深い波静かな天然の良

港で、古くから物流や交流の要衝として栄え、ワカメやカキの養殖漁業も盛んです。 

しかし、国内外の大小多くの船舶が行き交うため、航走波による養殖漁業施設の破損

や漁業従事者の海中転落が危惧されています。 

特に、サンマ漁業の水揚げで入出港船が増加するこの時期に、岩手県大船渡市水産課

と大船渡市漁業協同組合及び釜石海上保安部は、合同で大船渡市内の船舶会社、漁業無

線局及び新聞社を訪問、航行船舶の徐行と漁業従事者の安全確保や養殖漁業施設の破

損防止を呼びかけました。 

釜石海上保安部は、美しい青い空と海と緑の大地、海洋資源が豊かなこの三陸で地域

の皆様に寄り添い、海の安全安心の確保に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天然の良港 大船渡湾 (重要港湾 大船渡港) 



                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼びかけの様子 


